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物語詩『エンディミオン』の語り手と時間
斎賀久子
?
　キーツの物語詩といえば、『イザベラ』　（fsa　bθノノ∂；or　Tlie　Pot　of　Basiノ）、
『聖アグネス前夜」　（The　Evθof　St．　Agn　es）や、『レイミア』　（Lamia）などの詩
を想起しがちだが、　『エンディミオン』　（ffndpm　ion）はその中でも初期のものであ
り、最も長い作品である。この作品については物語の内容とその構造、そしてそれ
に伴う時間の枠組みが論じられることが多いが、ここでは物語の表層としての語り
の部分に注目し、内部構造や時間概念との関わりを考えながら、物語詩としての作
品像に迫ってみたい。
1．語り手の声
この物語は三人称で書かれているが、語り手は‘1’という一人称で登場する。
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Therefore，　’tis　with　full　llapPiness　that　I
Will　trace　the　story　of　Endymio1）． （1．34－35）　〔1）
初めにわかることは、まず、この語り手は物語世界の外部に位置している〈局外の
語り手〉ということである。（2）つまり肉体を持たないが、しかし、詩人としての
人格は持っている。さらに、ここでは、　‘trace’　と言っていることから、この話
は既に起こったこと、過去の出来事であることがわかる。すなわち、語り手は
‘each　pleasant　scene’（1．37）を知っているだけでなく、この話を結末まで知っ’
ている、いわば全知の語り手なのである。詩人は、今まさに書き始めようとしてい
るところで、“Many　and　many　a　verse　I　hope　to　write”　（1．49）　と抱負を述べ
て、冬が来る前に、秋にはこの物語を終わらせたいという計画を告げる。この予告
の部分は物語を語るときの「後置的な」語りに対して、　「前置的」な語りというこ
とができるが、物語の外の語り手の時間の枠内での話で、語リについての語りなの
である。（：s｝
　ところがその後で、これから始まる物語を‘adventureson｝e’（1．58）とカ・‘My
uncertain　patl1’　（1．61）と呼んでおり、全知の語り手でありながら、不安な気配
を見せる。この不安を抱えた頼りなさは、この語り手の大きな特徴としてこの先何
度も現われることになる。、
　語り手の不安というのは、物語内容に関してではなく、自分が知っている内容を
いかにして語るかという物語行為、すなわち語りの問題に終始する。そのためにし
ばしば話を中断して、叙事詩によく見られる‘invocation’で詩神に助けを求めて
いる。
O　kindly　muse，　1et　not　my　weak　tongue　falter
In　telling　of　this　goodly　company，
Of　their　piety，　and　of　their　glee，
But　let　a　portion　of　ethereal　dew
Fall　on　my　head　and　presently　unmew
My　soul　－－　that　I　may　dare，　’il）　wayfaring，
To　stammer　where　old　Chaucer　used　to　s　illg．（1．128－34）
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第二巻の初めでも、　‘aid　me　along’　（L42）　と助けを求めている。このような
語り手の声はエンディミオンがシンシアに対して呼び掛ける声と非常に似ている。
Dear　goddess，　he1P，　or　the　wide－gaping　air
Will　gulf　me．　Help1　．．． （R．194－5）
語り手は詩神だけでなく、詩の泉の湧く山ヘリコンにも呼び掛ける。
．．．．．．．．．．．9．．．．．．．．．．．．．．．．．．．Helicon！
O　fountained　hil1！　Old　Homer’s　Helicon，
That　thou　wouldst　spout　over　a　little　streamlet　o’er
These　sorry　Pages1　・．．”°．．’°’°．’．°．’’”°．’．．．°．”°．．
Although　the　sun　of　poesy　is　a　set，
These　lovers　did　embrace，　alld　we　must　weep
That　there　is　no　old　power　left　to　steep
A　quill　immortal　in　their　joyous　tears．（皿・716－32）
これはシンシアが地下でエンディミオンのもとを訪れたときの、彼らの描写の前に
挿入されている部分である。探し求めていたシンシアがまさに目の前に現われたそ
の瞬間に、語り手の声が割って入ってくる。このような挿入は、聞き手（読老）の
緊張を削ぐだけでなく、期待をはぐらかす。
　ヴィーナスがアドニスのもとへ降りてくる場面では、さらに直接的な言い方をし
ている。
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．Who，　who　can　write
Of　these　first　minutes？　The　unchariest　muse
To　embracements　warm　as　theirs　makes　coy　excuse．（旺．531－33）
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非常に盛り上がってきたところで、このように語り手の顔をのぞかせる。これはも
ちろんその場面が筆舌に尽くしがたい程であることを強調するための、語り手の手
法ではある。しかし、巧く言葉にして語ることが出来ないことの開き直った言い訳
のようにも見受けられる。語り手の常々の自信のなさからいうと、後者の見方を否
定できない。Allottはこれらの箇所をキーツの詩的インスピレーションが衰えた
危機の表れとみており、特に前の716－32行0）ところでは“Here　he　relates　his
sense　of　inadequacy　to　the　decline　of　poetry　since　the　great　age　of　the
past．”@という註を付けている。ω偉大な詩人たちのことについてはあとで触れ
ることにするが、ここではたしかに、主語を‘we’にしている点に注意しておきた
い。語り手は自分だけでなく、時代的にみな劣っているというのだが、やはり自分
の未熟さの責任逃れをしているようにも聞こえる。
　「語ることが出来ない」ということは第三巻でも言われている。
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．’ sis　past　human　wit
To　tell；　’tis　dizziness　to　think　of　it．（田．826－27）
これも、海底の死んだ恋人たちが生き返るというひとつのクライマックスの場面で
の言葉である。自分自身、同時代人、さらには人間にも語ることが出来ないという
ところまできてしまう。この言葉は、シンシアの台詞のなかにみられる言葉を思い
出させる。
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．一一 @〇h，　dearth
Of　human　words　1　Roughness　of　mortal　speecl1！
Lispings　empyrean　will　I　sometime　teach
Thine　honeyed　tongue　－－　lute－breatllings，　wllich　I　gasp
To　have　thee　understand，　now　wllile　I　clasp
Thee　thus，　and　weep　for　fondlless．．．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　（H・817－22）
ここでは死すべき人間の言葉と天上の神の言葉とが比較されている。人間には語る
ことが出来ないことでも、神の言葉ならば語ることが出来る。これを語り手の言う
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ことと合わせて考えると、語り手が語れないことを語るためには、神の言葉が必要
だということになる。神の言葉とはすなわち理想の言葉、理想の語りであり、詩人
にとっての理想の詩といえるだろう。
　ところが、このシンシアの台詞の直後に　　　ここまでで二入の場面もかなり高
まりを見せていたにもかかわらず　　　また語り手の介入があるのである。
　　　　　　　　　　　　　Ye　wllo　have　yearned
With　too　much　passion　will　here　stay　and　pity
For　the　mere　sake　of　truth，　as　’tis　a　ditty
Noし　of　these　days，　but　long　ago　’twas　told
By　a　cavern　wind　unto　a　forest　old；
And　tllen　tlle　forest　told　it　in　a　dream
To　a　sleeping　lake，　whose　cool　and　level　glealn
A　poet　caughし　as　he　was　journeying
To　Phoebus’　shrine；　and　in　it　he　did　fling
His　weary　limbs，　bathing　an　hour’s　space，
And　after，　straight，　in　that　inspired　place
He　sang　the　story　up　into　the　air，
Giving　it　un°iversal　freedom．　There
Has　it　been　ever　sounding　for　those　ears
Whose　tips　are　glowing　hot．．．． （皿．827－41）
ここで突然、直接‘Ye’と呼び掛けられる読者は不意をつかれて驚くに違いない。
このようなことは後にも先にもここだけのことである。最高潮に達するかとの期待
を裏切られるのはこれまでにみてきたのと同じであるが、語り手が物語というもの
に対して意識的であるという点において、最も注目されるべき語リの部分である。
前述の通り、このエンディミオンの物語がすでに過去のものであることは最初に示
唆されていたのが、ここではその経緯を詳しく述べているのだ。遠い昔に、まず洞
窟の風が森に語り、その森が湖に語り、その湖からひとりの詩人がこの物語をうた
い、世に広めたという。しかしなぜ物語も半ば近いここで突然、このような説明を
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しなくてはならなかったのだろうか。
　ひとつには、このような物語の経緯にっいての説明は、ギリシア神話の昔から物
語にはつきものだったということである。たとえば『ダフニスとクロエー』では、
森の中で見つけた絵について話を書きたくなり、その絵の説明をしてくれる人を求
め、その説明を聞きながら：書いたものである、と語り手が言っている。これは恐ら
く、この物語の世界へ読者を導くための「虚構化」の手法である。（「’）大体におい
て、　「物語られる話は物語る声より過去である」（ωといわれるが、その過去であ
ることを強調しようという試みであろう。もともと作者が不在であることが物語の
基本的前提である。神話を考えればよくわかることだが、特定の唯一の作者が創作
したのではなく、起源すら判らずに、無名性・匿名性を保って語り継がれるのが物
語であったという。（7｝物語が「書かれる」ようになったとき、著者の創作ではな
いことを弁明し、物語の無名性という真実味を表すためにこのような手段がとられ
るようになったのであろう。
　エンディミオンの語り手も、　「長い間語り継がれてきた」と言うことによって、
この勅語に普遍性を与えようとしている。それは、作者キーツがエンディミオンと
いう神話上の人物を題材に選んだことと二重構造になっているとも考えられる。集
合的無意識の表れとも言われる神話の要素を用いることで、個人的なテーマも一般
化することが可能になる。．物語の語り手が「匿名σ）話者」であることをT．S．エ
リオットの「絶えざる個性の滅却」と結びつけて考えられるならば（8）、　キーッに
おいては、　「天才は個性を持たない」ω）とか、「詩人はアイデンティティを持た
ない」（1ω　という言葉を思い出すことができよう。しかしこの語り手の声を聞い
ていると、個性がないとはいい難い。そこで、その個性滅却の手段として説明が加
えられたと考えられるのが理由の一つである。
　もう一つにはエンディミオン神話をそのまま語り直すだけならば、不要と思われ
るこのような釈明が挿入されたのは、　「わずかな内容を四千行に増やす」u1）と言
われているとおり、やはり創作の部分が大きいことが挙げられるだろう。ついでに
言えば、作品冒頭で“Isend／My　herald　thought　into　a　wilderness－一”（1．58－
59）と、これから書く詩（語る物語）は自らの先駆的な思想だと言っているところ
で既に、この物語が実際に起，こった出来事ではなくて、語り手・詩人の創作である
ことを洩らしてしまっているとも考えられる。
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　この語りの部分の最後は“Now　turn　we　to　our　former　chroniclers．”（”．　854）
という言葉でしめくくられ、話の続きが始まっている。　「年代記作者」と呼んでい
ることでもとの語り手に対するイメージは明らかだが、では今の部分の語り手は何
だったのだろうか。この言い方からすると、まるで語り手が二人いるかのようであ
る。年代記のように線状の時間の上に物語を進行する語り手と、横から口をはさん
で進行を中断したり、過去や未来へと時間を超えて語る語り手という、語り手の二
つの側面がよく表れている箇所である。
H．語るということ
1．エンディミオンの語り
　この詩の中には、語るということが多く散りばめられている。まず第一巻のエン
ディミオンがピオナに自分の見た夢について長々と語る（1．517－709，769－989）。語
り手はこの物語の発端を登場入物に語らせているのだ。
　そして、エンディミオンは長い旅を終えて故郷に戻ったとき、今度は自分の話を
するというようなことを何度も繰り返す。
And　all　my　story　that　much　passion　slew　me，
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．So　my　story
Will　I　to　children　utter，　and　repent．
Where　thou　shalt　come　to　me　and　lave
Thy　spirit　in　the　wonders　I　shall　tel1．
（N．114）
（N．644－45）
（N．861－62）
この自分の話（‘my　story’）というのは自分が辿ってきた旅の話であるが、死を覚
悟するときにはそれは自分の生涯の話を意味することになる。エンディミオンは若
．者であり、年をとるほど長い年月の旅をしたわけではない。にもかかわらず、帰郷
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後には、隠遁して自分の見てきたことを語ろうなどと老人のようなことを言ってい
る。これは彼の経験の大きさとその結果としての成長の度合いの大きさの表れと考
えることは出来る。しカ・し、このように自分が経験したばかりのことをすぐさま「
物語」として捉えるエンディミオンの視点は、少し客観的すぎるように思われる。
ここには語り手の視点、エンディミオンの旅を彼の物語だとする考えが表れている
のではないだろうか。逆に語ろうとするエンディミオンの側から言えば、まさに「
主人公が語り手になりはじめている」ということになろう。“2｝このように、この
作品のなかでは、ときどき語り手と主人公エンディミオンの間の距離が、一体化し
て区別がつかなくなってしまうのではないかと思わオしる程接近することがある。
2．グローカスの語り
　もうひとつの大きな語りの部分は、第三巻のグローカスの話である。この第三巻
ではエンディミオンは海底に行き、グローカスと出会うのだが、ここで大部分を占
めるのがグローカス自らが語る身の上話である。（皿．314－711）この部分は物語の中
の物語という入れ子のような構造になっている。そしてここで重要な役割を果たし
ているのが「巻物」の存在である。初めの海底の様子の描写にも描かれている。
．．．．．．’ D．．．．．．．．．．．．．gold　vase　embossed
With　long－forgotten　story，　and　wherein
No　reveller　had　ever　dipPed　a　chill
But　those　of　Saturn’s　vintage；　mouldering　scrolls
Writ　in　the　tongue　of　heaven　by　those　souls
Who　first　were　on　tlle　earth；．．． （皿．126－31）
海底には様々な古代の遺物が沈んでおり、長い年月を感じさせるのだが、巻物もそ
の中の一つである。しかも天の言葉で書かれているという。それは語り手の求めて
いる理想の語り、具体的には今は眠りに就いている過去の偉大な詩人たちの詩を想
起させる。そして、最初にグローカスが登場する場面にももちろん巻物がある。
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Beside　this　old　man　lay　a　pearly　wand，
And　in　his　lap　a　book，　the　which　he　conned
So　steadfastly　that　the　new　denizen
Had　time　to　keep　him　in　amazed　ken，
To　mark　these　shadowings，　and　stand　in　awe．（皿．213－17）
この直前にグローカスの着ているマントに織りなされている刺繍が言及されている
が、その模様が興味深い。嵐に襲われて船が難破し、多くの人が海に投げ出されて
海底で眠っていること、そして最後のネプテユーンの宮殿の場面をも予言している
ような図柄である。物語の図版化と呼びたくなるようなものとして現われている。
　彼の持つ巻物と杖は、水中から現われた老人の手が齎らしたものであった。
．9．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．I　was　athirst
To　search　the　book，　and　in　the　warming　air
Parted　its　dripping　leaves　witll　eager　care．
．Strange　matters　did　it　treat　of，　and　drew　on
My　soul　page　after　page，　tiIl　well－nigh　won
Into　forgetfulness　－－　wllen，　stupefied，
I　read　these　words，　and　read　again，　and　tried
My　eyes　agaillst　the　lleavens，　and　read　again．
Oh，　what　a　load　of　misery　and　pain
Each　Atlas－line　bore　off1　A　shine　of　hope
Came　gold　around　me，　clleering　me　to　cope
Strenuous　with　hellish　tyranny．　Attelld！
For　thou　hast　brougllt　their　promise　to　all　end．（皿．676－88）
　グローカスが絶望に打ち拉がれているときに、この巻物に書かれていることを読
むことによって、その苦痛が取り除かれたという。その内容はこの後にそのまま引
用される形で書かれている。テクストの中のテクストという入れ子構造である。そ
こに書かれているのは、海に孤独な者が住んでいて、その人は抑圧されているが死
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ぬことが出来ずにいる、というグローカスの当時の状況である。そして彼には、嵐
によって海に投げ出された恋人たちを並べるという仕事が課せられている。最後に
その仕事も終えで機が熟すと、ひとりの若者が現われて、彼を導いてくれるだろう
という予言が書かれている。これこそ「前置的な」語りであり、エンディミオンが
ここにやって来ることが定められた運命であったことをも示唆するが、ここでは巻
物に「書かれている」ということが非常に大きな意味を持っている。語り継がれる
物語と同様に、この巻物は誰によって書かれたのか、どういう経路で運ばれてきた
のかが明らかでないという匿名性を持っている。しかし最後にグローカスに渡した
手の持ち主である海の老人から察すると、あるいは冒頭の海底の遺物の描写を思い
出しても、何やら海の中に古くから伝わってきたもの、何か大きな力によって定め
られた逆らえない運命のように思われる。しかもそれが口頭で伝えられたのではな
くて、書かれていることによって、より断定的な感じがする。それは、一見読者に
その姿が見えない語り手というのが一番信頼され易いのと同じことであろう。
皿．詩人としての語り手
　もとの語り手に戻って、．詩人としての語り手の人格、詩に対する考えが表れてい
るところを見てみる。まず現代の詩人として、度々過去の「偉大な詩人」に言及す
る。
The　mighty　ones　who　have　made　eternal　day
For　Greece　and　England．．．． （皿．253－54）
そして、過去のような詩の偉大さが現在は失われていることを嘆いている。最も詳
しく表れているのは、第四巻の冒頭である。ここでは自分の国、英国の詩神に対し
て呼びかけている。遠い昔にはこの詩神がいたが、そこへ「厳粛な東方の声」が聞
こえてきて、次に「ミューズやアポロ」がうたわれ、それから「オーソニア」が語
ったという。これらは、それぞれ聖書、古典詩人、ダンテを表していると考えられ
ている。そして最後に、
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　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．Oh，　thou　hast　won
　　A　fuli　accomPIishment！　The　thing　is　done，
　　Which　undone，　these　our　latter　days　llad　risen
　　On　barren　souls．．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（N．17－20）
とあり、この成し遂げられたことというのはシェイクスピアの登場のことである。
Long　have　I　said，　how　haPPy　he　who　shrives
To　thee1　But　then　I　thought　on　poets　gone，
And　could　Ilot　pray　－－　nor　could　I　now．　So　on
I　move　to　the　end　in　lowliness　of　heart．（N．26－29）
前の方の巻では、ただひたすら詩神に祈り、助けを求めるばかりであった語り手だ
が、ここにきて少し自立の意識が芽生えてきたように見える。過去の詩人たちのよ
うに偉大になりたいという気持ちがそうさせているのだ。
　第三巻の冒頭は、かなり痛烈な批判の1ゴ調になっているが、その対象は当時の体
制である。安ピカ物で以て人々を支配する者達がいる、というこの部分についてキ
ー・lノCま、　　‘‘It　wil】　easily　be　seen　what　I　think　of　the　present　Ministers　by
the　beginning　of　the　3d　Book．”　と言っている。（13）金メッキの仮面を被った王
が座っている虚飾に満ちた王座に対して、真の王座があり、そこへ昇るには「忍耐
強い翼」　「不断の魅力」　「空霊なもの」による。それに最も値するのがアポロの妹
すなわちシンシアなのである。
．．．．．．．．．．．．．．．．．．。．．．．．．．And，　by　the　feud
’Twixt　Nothjng　and　Creation，　I　here　swear，
Eterne　Apollo，　that　thy　Sister　fair
Is　of　all　these　the　gentlier－mightiest．（1旺．40－43）
この体制批判は、政治に対してのみならず、文学上の体制批判でもあり、当時の詩
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壇の状況と理想の詩との対比を表している。この真の王座とは、理想の詩の王座と
もいうことができる。『睡眠と詩』　（Sノθeρand　Poθtr－）ではもっとあからさまに
痛烈な批判が加えられている。
．．．．．，．．．．。．．．．．．．．．Yes，　a　schism
Nurtured　by　foPPery　and　barbarism
Made　great　Apollo　blush　for　this　h玉s　land．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．Easy　was　the　task－－
A　thousand　llandicraftsmen　wore　the　mask
Of　Poesy．．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（SleθP　and　Poeti’y，　11．181－201）
職人（handicraftsmen）と呼ばれているように、定規やコンパスを使っているかのよ
うに規則づくめの詩を作る、安易な詩人達が批判の対象だった。ちなみにこの詩の
最後では、ラウラを詩の王座につかせている。
　このように、真の王座に値するシンシアは詩の理想であると考えられる。ところ
が、彼女の兄であるアポロも詩神であり、しばしば言及され呼びかけられている。
アポロは一般に理性、ロゴスの象徴として捉えられるが、シンシアはどちらかとい
うと、感覚的なもの、インスピレーションを表すように思われる。アポロが詩の言
葉だとすれば、シンシアは詩の想像力といえよう。それぞれ太陽と月の神であると
おり、二入は対になっているのであり、二人揃ってこそ完壁な詩が生まれるのだ。
この『エンディミオン』では直接に求められているのはシンシアであるが、最後の
方でははっきりとアポロをうたうことが予告されている。アポロをうたおうという
予告は、　「前置的な」言述であるが、この予告が実行されるのは、この物語の枠内
ではなく、語り手の時間の中においてである。現実にはこれは、他でもない詩人キ
ーツが『ハイペリオン』　（Uyperion）を書くことの予告であり、ここで語り手は作
者キー一ツと切り離すのが難しいほど一体化している。シンシアを獲得する以前から
こんなにアポロに言及するのは、詩神アポロに対する思いからだけでなく、このこ
ろキーツの関心が感覚から理性へと移行していったことと関係があるのではないか
と考えられる。
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Endymion！　UnhapPy1　It　nigll　grieves
Me　to　behold　thee　thus　in　last　extreme　－－
Enskied　ere　this　but　truly　that　I　deem
Truth　the　best　music　in　a　first－born　song．
Thy　lute－voiced　brother　will　I　sing　ere　lon9，
And　thou　sllalt　aid　－一　，hast　thou　not　aided　me？
Yes，　moonlight　emperor1　Felicity
Has　been　thy　meed　for　many　thousand　years，
Yet　often　have　I，　on　the　brink　of　tears，
Mourned　as　if　yet　thou　wert　a　forester，
Forgetting　the　old　tale． （W．770－80）
ここでは語り手は作中人物であるエンディミオンに語りかけている。半ば自分がそ
うさせているのにもかかわらず、このような苦しみの中に陥っているのを見るのは
辛いなどと言っている。語り手は、過去の出来事を過去形で語ってきたが、このよ
うに所々現在形であたかもその場で見ているかのような表現をしている。臨場感の
表現としてはありふれた手段だが、それが目的というよりは、まさに「古い物語で
あることを忘れて」物語の時間の中に入り込んでしまったように思われる。肉体化
こそされていないが、局外にいたはずなのに、いつの間にか目撃者・傍観者になっ
ている。しかし完全に物語の時点にいるのでもない。その証拠に、これが「最後の
」苦しみであることを予告しているし、すぐ後に「月の帝王」と呼びかけて、エン
ディミオンの行く末を明かしている。語り手は全知でありながら、同時体験してそ
れに対して感情を表したりするのだ。
　少し前に戻って、エンディミオンがインド乙女と翼のある馬に乗って空を飛ぶ場
面では、語り手はよりはっきりと物語中に入り込んでいる。
Muse　of　my　native　land，　am　I　inspired？
This　is　the　giddy　air，　and　I　must　spread
Wide　pinions　to　keep　here．　Nor　do　I　dread
一113一
Or　height，　or　depth，　or　width，　or　any　chance
Precipitous．　I　have　beneath　my　glance
Those　towering　horses　and　their　lnournful　freight．
Could　I　thus　sail，　and　see，　and　thus　await，
Fearless　for　power　of　thought，　without　thine　aid？（IV．354－61）
ここでは語り手は時間のみならず、物語の空間に入り込んでいることが明らかであ
る。語り手は半ば〈作中人物化〉されているともいえる。（14）視点はあくまで語り
手の視点を固守しているが、距離が作中人物を目のあたりにするところまで接近し
ている。　‘This、’　‘here、’　‘Those’　という指示詞は「〈作中人物化〉され
た語り手の空間感覚」を表している。（1　「’）空を飛んでいるエンディミオンと共に翼
を広げて天空を飛んでいる語り手は、ほとんど肉体化されかけてさえいる。エンデ
ィミオンを眼下に見下ろして全知のポーズをとってはいるけれども、ほとんど同一
化しかけているように見える。このようにこの語り手には、物語との距離が時間・
空間的にも、心理的にも一定していない、不安定なところがある。これは、物語の
時間と物語が語られている（書かれている）時間とが並行しているために起こった
ことである。
　ここで真の王座につくのには「忍耐強い翼」が必要だったことを思い出したい。
第四巻冒頭の過去で偉大な詩人たちを列挙した後、それと比較して自分たち現代詩
人を「蝸牛」に例え、「肉体の牢獄が精神を阻んでいる」と言っている。Allott
はここで「日常生活と詩的アスピレーションとの差異に失望している」という註を
付けている。（16｝インスピレーションを受けて昇天し、詩の王座につくという語り
手・詩入のベクトルは明らかに上を向いている。これはエンディミオンがシンシア
と結ばれて昇天する方向と同じである。語り手はエンディミオンの物語を辿ること
によって自らを昇天させることが目的だった。エンディミオンの昇天という過去の
物語の進行に合わせて、現在の語り手が自らも昇天しようとする。語り手の時間は
春から秋へと流れているが、それが物語の時間にも投影され、春で始まり秋で終わ
っている。二つの時間は同じ速度で並行して進んでいるのだ。このために、過去と
現在という二っの時間、物語の時間と物語行為の時間がクロスオーバーしているの
である。
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　物語には「物語内容と語りの時点の間に横たわる距離を、物語内容の持続そのも
のが次第に縮めてゆくという事実」があるという。（［7）言い換えれば、前にも挙げ
たように「主入公が語り手になり」はじめる。二つの時間の距離が特に不安定な第
四巻では、これに似たようなことが起こっているといえるかもしれない。しかし物
語内容の時間は決して語りの時間に追いつくことはない。この物語はあくまで太古
の森から伝わってきた過去の物語なのである。そして物語の結末は、
They　vanished　far　away！　Peona　went
Home　through　the　9100my　wood　iIl　wonderment．（rv．1002－3）
と結ばれている。結局エンディミオンは語り手にはなることはないまま、語り手の
手から離れて消えてしまう。昇天したと明言せずに消えたと言っているのは、そこ
までは語り手の力が及ばないからか、或いは敢えて語らないからである。語り手は
エンディミオンと共に昇天せずに1最後まで語り手の視点をもって、地上に目を向
けている。物語を語り終えた語り手は何処へ行くのだろうか。恐らく次なる主人公
のアポロを探しに行くのである。
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